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Abstract

　　　The　we11　known　A1pine　Fault　of　New　Zeaユand　is　a　trench＿trench　transform　fau1t　that　extends　from

Milford　Sound　in　the　southwest　of　the　South　Is1and　to　Cook　Strait　at　the　northeast　a1ong　the　western　side

of　the　Southem　Alps．The　fauIt－奄刀@the1ocus　of　an　ob1ique　coI1ision　zone　between　the　Austra1ian　and　Pacific

p1ates　aIong　which　there　has　been480km（300mi1e）dextra1and35km　vertica1movement．

　　　Manygeo1ogists　andgeographershave　some㎞ow1edge　oftheAIpine　FauItbutfeware　fami11ia，with

who，when，and　where　the　A1pine　Fault　was　discovered．

　　　Here　we　introduce　the　histo町。f　the　discovery　of　the　A1pine　Fau1t　and　the　notion　of　the480km

（300mi1e）offset．

　　　The　A1pine　Fau1twasfirstreco馴isedbyHaro1dWe11man　and　DickWi11ettin1942，whentheywere

sent　by　the　Geo1ogica1Survey　of　New　Zea1and　to　se趾。h　for　mica　in　pegmatites　in　the　southem　part　of　the

Southem　A1ps．They　described　the　fo11owing　criteria　used　to　map　the　fau1t：

　　　（1）The　presenとe　of　a　scarp　or　a　sudden　but　regu1ar　change　in　summit　height．

　　　（2）Wide　crush　zones　with　slips　and　rapid　erosion．

　　　（3）Subsequent　rivers　f1owing最。ng　co＿1inear　courses　paralユe1to　the　trend　of　the　A1ps，connected　by

　　　　　　10w　paSSes．

　　　（4）Change　in　rock　type．

　　　（5）0ffsetting　of　river　courses1
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　　A480㎞（300mi1e）dextral　displacement　was　first　suggested　by　We11man　in1949，1and　the　idea

fomalised　in1955，Many　geo1ogists　accepted　thatsevefaユmi1es　of　dextra1disp1acementhad　taken　p1ace

on　the　Alpine　Fault，but　the　majority　did　not　accept　that480km　dextra1displacement　had　occurred．

　　　　　　　　　　　　　　　1〕　McKenzie　and　Morgan（1969）　considered　tbe　A1pine　Fau1t　to　be　a　tralnsfrom　fau1t，Subsequently，

as　the　theoW　of　p1ate　tectonics　became　widespread，an　geologists　accepted　the480km　dextra1disp1ace－

ment　of　the　Alpine　FauIt　and　that　movement　on　the　A1pine　Fau1t　started　about23Ma．

Key　wordsこMpine　Fau1t，480km　dextra1disp1acement，H肛。1d　We11man，New　Zea1and，South　Is1and

キーワード1アルパイソ断層，480㎞の右横ずれ，ハロルド　ウェルマソ，ニュージーランド，南島

は　じ　め　に

　ニュージーランドのアルパイソ断層はアメリカ，カリ

フォルニアのサゾ・アンドレアス断層などとともに世界

的に有名な大断層で，地学の教科書には必ずといって良

いほど衛星写真や地質図，地質断面図が掲載され紹介さ

れている・このアルパイソ断層の480kmにもおよぶ右

横ずれ変位を地質図上の岩石分布の食い違いから確認し

たり，大規模た引きずり構造を変成岩の分布から読み取

ったりした経験を持つ人は多い．アルパイソ断層は，北

島の東側から西側へ沈み込む太平洋プレートと南島南西

部の西側から東側に沈み込むオーストラリア（・インド）

プレートのトランスフォーム断層であり，これがニュー

シーラ！ド南島に露出したものである．こうしたプレー

ト境界であるアルパイソ断層は，サザン・アルプスの上

昇など地殻変動を引き起こしている一方，地殻変動に見

合う地震活動が不活発であるため地震学，測地学，地球

物理学，構造地質学，変成岩石学などの研究対象にされ

ている断層である．したがって，これまでに公表された

論文は多数あり，現在もアルパイソ断層に関連する研究

は数多く実施されている．

　このように有名でニュージーランド内外の研究者によ

って研究されているアルパイン断層ではあるが，この断

層を誰が，いつ，どこで，どのようにして発見したかに

ついては意外に知られていたい、後述するRhodes
　　　2〕
（1996）が言うように「もし誰かがアルパイソ断層の文

献をさかのぼって調べようとしても驚くほど分かりにく

い・（その理由は）断層の発見も480kmのオフセット

の概念についての発表も単独の論文としては公表されて

いたいからである．また，最も初期の文献においてはそ

れらは付随的なことであるからである」、こういうこと

もあり，ユユージーランド地質学会が1996年11月に発行

したこユースレター（m．ユ11）で，Jobn　Rhodesが「ア

ルパイソ断層，1941－50」と題して，発見にまつわるエ

ピソードなどを紹介している．この記事は，アルパイソ

断層発見者の一人であるWe11manとのインタビューを

もとに1985年に書かれていたものである．たお，この記

事にはニュースレターの編集者の「…最近までホコリを

かぶっていたものであるが，この文章自体歴史的見解を

持ちはじめたので，Wenmanの手紙とともに掲載する

・」旨の但し書きが付けられている．ここで言う

We11manの手紙とは，インタビューの時には思い出さ

なかったり，言い忘れたり，付け加えたいことを

Rhodes宛に出したもので，日付は1985年9月11日とた

っている．

　　　　　　　　　　　　　　　2〕　本文では，このRhodes（ユ996）を基に，主として

Wellmanの論文を参照しだからアルパイソ断層の発見

から480kmの右横ずれの提唱，そしてこれらが地質学

界から承認されるまでの過程を紹介する．

謝辞　高橋は，文部省の在外研究員として1997年7月か

ら1998年4月までの10ヶ月間，ニュージーランドのヴィ

クトリア大学で活断層や地すべりの研究を行なうことが

できた、本研究はそれらのうちの一部である．在外研究

の機会を与えてくださった文部省ならびに愛媛大学当

局，何かと便宜を図ってくださったヴィクトリア大学，

Schoo1of　Earth　SciencesのHead　of　Schoolである

Euan　G．C．Smith教授，Schoo1AdministratorのJulie

Roundさん，Schoo1LibrarianのJi11Ruthvenさんを
はじめ教室の皆さん，以上の方々に心よりお礼申し上げ

ます．

アルパイン断層の発見以前

　19世紀の中頃からヨーロッバの博物学者や地質学者が

ニュージーランドを訪れるようになり，探検的地質調査

がはじまった．そして1864年には，オーストリアの

Hochstetterによってドイツ語で「ニュージーランドの

地質」（ユ959年にF1emingによって“Geo1ogy　of　New
　　　　　　　　　　　　　　　3）
Zealand”として英訳されている）が出版された．この

rニュージーランドの地質」は，Auck1andとNe1son
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図一1　ニュージーランドの地質概略図とアルパイソ断層の位置

両地域の地質を扱ったものである．翌1865年にニュー

ジーランド地質調査所が設立されたが，この年すでに

200万分の1，Sketch　Map　of　the　Geo1o酊。f　New
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4〕Zea1andがカラーで作られたと言う（Burton，1965）．
　　　　　　　　　　　　5）
この地質図をKidd（1996）によって作成された「公的

に保管されている地質図リスト」で捜したが，この年の

前後に縮尺の異なる同名の地質図が複数作成されている
　　　　　　　　4〕が，BurtOn（1965）　の指摘に合致する地質図は見いだ

せた牟った・しかし，1865年当時すでに地質概略図が作

成されていたことは事実である．その後，地質調査所や

大学の研究者の増加とともに活発にニュージーランドの

地質に関する調査研究が行なわれるようになり，地質図

の精度も向上してゆく．

　後述するようにアルパイソ断層の発見は遅れるが，北

島の主要断層の1条であるウエリソトソ断層はMcKay

　　　6〕
（1892）によってWe11ington市をよぎる第2断層

（Fault　No．2）として19世紀末には認識されており，そ
　　　　　　　　？）
の後Cotton（1912）により命名されている（Begg　and
　　　　　　　　呂〕　　　　　　　　　　6）
Mazengarb，1912），Mckey（1892）　に掲載されてい

るニュージーランドの断層図は1890年に作成されたもの

で，Fau1t　No．2はWe11ington市付近では今日のウエ

リソトソ断層にほば一致するもののその北東延長は大き

く異なる．また南島にもその延長を図示している、この

断層図は主要断層と地震による割れ目（Earthquake

Rents）を図示した画期的なもので，1855年のWairara－

pa地震で活動した部分のワイララパ断層やウエリソト

ソ断層が示されている．この図には多数の断層が図示さ

れているが，アルパイソ断層に相当するものはない（図

一2）．

　その後1900年代初頭までには，南島西部地域の地質調
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杏も進み，アルパイソ断層のセグメントについては断片

的に報告されていた．そうした中にあって，Morgan
　　　9）
（1908）はアルパイソ断層に沿ういわゆる断層谷を

“GregoryVa11ey”と呼び地質図に示し，また，Hender－
　　　　lo）
son（1937）　は1929年の地震に関連して南島北東部の地

質や断層，摺曲についてふれ，今日のアルパイソ断層近

くの小断層に，それも地質断面図にのみ‘‘A1pine

Fau1t”と記している．

　こうして1940年までには地域地質の報告書や地質図が

地質調査所や大学から数多く公表され，前述のようにア

ルバイソ断層付近の調査・研究も多少はなされていた．

しかし，まだ南島に大断層が存在すると言う認識はなか

った．

アルパイン断層の発見とその経緯

　当時30歳代前半だったHaro1d　We11manとDick

Wi11ettの二人は，1941年8月下旬から9月末までの6

週間，地質調査所からA1pine結晶片岩類に貫入するペ

グマタイト中のマイカ（雲母）を捜すために南島の

West1andへ派遣された．これは当時戦時中でありマイ

カが得難く，無線電信機製造のためのコンデンサー用に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
マイカを必要としたからである（Rhodes，1996）．ニ

ュージーランドの8月から9月と言えば冬から春への変

わり目の季節にあたり雨の多い時期であるが，この調査

の折には天候も味方し，調査がはかどり大発見ができた

らしい．しかし，9月下旬から天気がくずれ，降り続く

雨の中調査が続けられたと言う．

　（余談だがこの調査旅行中の主要な食料品としては，

小麦粉，粉ミルク，マカロニ．自インゲンマメ（1ima

bean），べ一コ・ソであと羽毛の寝袋と携帯用テントを持

っていた．）

　主目的はマイカを捜すための調査であったが，ウェリ

ントンを出発するときから二人は，サザン・アルラスの

西側に沿って大断層が存在するはずだので，これを見つ

けようと考えていた．また，We11manはこれから赴く

West　CoastのWest玉andは，黒砂中の砂金捜しで生計

を立てていた1930年代の9ヶ月間，WaihoからHaast

を歩いた経験があり土地勘があった、

　二人は，これから捜す断層の判定基準を次の5つとし

て調査を行なうこ一ととした（Wellman　and　Wi11ett，
　　　11〕
1942a・　）1

　（1）崖あるいは山頂の高さが突然，しかし系統的に変

　　化する場所の存在1一

　（2）すべりを伴う幅広い破砕帯と急速た侵食．

　（3）標高の低い峠によって連なったAlpsの山脈方向

　　に平行た同一線上を流れる必従河川．

　（4）岩石種の変化．

　（5）河川流路のオフセット．

　大部分が未開の地であるため調査は難渋をきわめた

が，予想に遣わず各所で判定基準を満足する断層を見い

だし，Abut　Headから南西方のMi1ford　Soundにかけ

て連続するアルパイソ断層の存在を明らかにすることが

できた．この成果はWe11manとWi11ettの連名で1942

年に“The　Geolo駆。f　West　Coast　from　Abut　Head　to

Mi1ford　Sound－Part1”として発表された．

　ニュージーランド地質調査所の開設100年を記念して

出版された印刷物にはrアルパイソ断層は，北の

Wairau　Va11eyから南のMi1ford　Soundまで，この間

すべてがユ941年にWe11manとWi11ettによって最初に
　　　　　　　　　　　　　　　　12）
明瞭に追跡された」（Lensen，1965）とある．また，
　　　　　　　　　　　　　　　11〕
We11man　and　Wi11ett（！942a）　の地質図の原図と考
　　　　　　　　　　　　　　5〕
えられるものがKidd（1996）　の地質図リストでも

194ユ年として記載されている．！941年は調査の年である

が，この年の10月9日には，この“The　GeoIogy　of

West　Coast　from　Abut　Head　to　Mi1ford　Sound－Part

1’’の骨子がRoya1Society　of　New　Zealandのウエリ

ソトソ支部会で発表されている．

　調査旅行からいつウェリントンに帰ったかは明らかで
　　　　　　　　　　　　2〕
はないが，Rhodes（1996）　に「次の日（9月26日）に

Homer　Tunne1にあるPub1ic　Works　campに出向き，

ここでDunedjn行きのバスに乗る前に，温かいシャワー

と食事，ベットが得られた」とあるので，早くても9月

29，30日頃のことと考えられる．rウエリソトソでは，

驚いたことに地質調査所所長のJ．Henderson博士は，

二人の日程不明確た長期不在や少量しかマイカが発見で

きなかったことについては何も質問したかった．しかし

ながら二人は，記録装置付きの調査技師とでも言うべき

We11manの描いた地質図を添えた論文を大急ぎで書き
　　　　　　　　　　　　2〕
公表した」（耳hodes，1996）とあるように調査の成果

が短期間でまとめられ，口頭発表は上述したように10月

9日におこなわれ，論文は11月10日に受理されている
　　　　　　　　　　　　　　工1）（We11man　and　Wi11ett，1942a　）．

　　　　　　　　　　　　　　　　11）
　We11man　and　Wi11ett（1942a）　は，先行研究を丁

寧に紹介し，これから論議してゆくアルパイソ断層とい
　　　　　　　　　　　　　ユ。）
う名称は，Henderson（1937）、が使用していることを

述べた上で，前述の断層判定基準に沿ってAbut　Head

からMi1ford　Somdまでの約250kmのアルパイソ断

層の実体を明らかにしている（図一3）、また，河川流

路だとのオフセットに関しては12ヶ所の変位をO．4～工．2

マイルであることを報告している．こうしたオフセット

に関する研究はWe11manの後々の活断層の研究へと発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
属して行くことになる（例えば，We11man（1953，
　　14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15〕
1972），Hardy　and　We11man（1984）　など）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u）図一3　最初に地質図に示されたアルパイソ断層（We11man　and　Wi11ett，1942a）

論文発表後の反応

　断層地形についても多数の論文を公表し，名著“Ge－

omorphology’’（1942．1960）や“Earth　be耳eath”

（1945），“Landcape（2nd　ed．）”（1948）一前2著

にはアルパイソ断層に関する記述や図はまったくでてこ

たいが，最後の著書では触れている一を書いたCotton
　　　　　　　　　　　　　　ll〕は，We11man　and　Wi1王ett（1942a）　を読んで，引用

すべき侵食に関する論文1編が抜けていることを指摘し

たようで，このことが「氷河作用」をあつかったPart
　　　　　　　　　　　　　　　　16〕2の論文（We11man　and　Winett，ユ942b　）に付記と

して述べられている．この付記によってニュージーラン

ド地質学界の重鎮CottonがWe11man　and　Wi11ett
　　　　ユエ）
（1942a）　を関心を持っていち早く読んだことがわか

る、

　　　　　　17）　Ongley（1943）　が1942年に発生したWairarapa地

震に関連して示した図には，Mt．Cookの西から北東の

Otiraまでの，約180kmのアルパイソ断層は破線で，

またこの区間のアルパイソ断層中央部にあたるHari－

hariの南約6kmは地震によってできた屋として，太い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I畠）実線で描かれている．またGage（1945）　は，

West1andのRossに分布する第三系と第四系の地質を

議論する際にアルパイン断層についても触れている・
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　　　　　　　　　　19〕　その後，Cotton（1947）　は一葉の空中写真を示し，

第三紀末に形成された準平原などからアルパイソ断層に

ついて論じ，最新の活動はアルパイソ断層西側，すたわ

ちタスマン海側が浪曲しながら北東に移動するととも

に，断層南東側がサザン・アルプスとして相対的に上昇

したものと考えた．また，この論文の骨子を“Land－
　　　　　　　　　　　　　　20）scape（2nd　ed．）’’（Cotton，1948）でも紹介してい

る．

　このようにアルパイソ断層は論文発表後数年のうちに

認知され，1948年にはニュージーランド地質調査所から

発行された地質図に，地質図としてははじめてアルハイ

　　　　　　　　　　　　　　　　21〕ソ断層が明瞭に示された（We11man，1955）、

480km（300mi1e）の右横ずれ変位の提唱

　アルパイソ断層発見後も各地の調査を行なっていた

We11manは，古生代の岩石の分布を中心に南島の地質

をまとめていると，アルパイソ断層の南東側にあたる南

島南部（北西0tago）に分布する岩石類と，アルパイソ

断層の北西側にあたる南島北東部（NeIson）に分布する

岩石類が岩石学的，層序学的および構造地質学的にきわ

めて類似していることに気づいた．そして，「これら遠

く離れた2ヶ所に分布する岩石類が，元同じ場所にあっ

たものならアルバイソ断層によって変位させられたに連

29



高橋治郎・RodneyGRApEs

いない．そのずれは現在の河川流路のずれと同じ右横ず

れで，変位量は実に480km（300mi1e）にもたる．早急

にこれを検証しなければならない」と思った．

　1948年に出版された“The　Out1ine　of　the　Geo1o駅。f

New　Zea1and”（To　accompany　the16mi1e　to　l　inch

Geo1ogicaI　Map）において「古生層」を執筆した
　　　　　　　22〕Wenman（ユ948）　は，文章的には480kmの右横ずれ

変位には触れていないものの，前述の遠く離れた2ヶ所

の岩石がきわめてよく似たものであることを指摘する記

載をおこたっている．

　アルパイソ断層の480km（300mile）の右横ずれ変位

をWenmanが最初に取り上げ発表したのは，1949年2

月にChristchurchで開催されたPacific　Science　Con－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
gressにおいてである（Rhodes，1996）・また，
　　　　　　　23〕We11man（ユ964）　自身も1949年にはじめて指摘したと
　　　　　　　　　　　　　　　　　12〕述べている．しかし，Lensen（王965）　は，1948年に

Rotoruaで開催されたGeologica1Survey　Conference

において最初に発表した，としている．この発表した年

の食い違いは多分，地質調査所内での発表は内輪のもの

で，正式の発表はPaci土ic　Science　Congressにおいて

である，とWe11manが考えているからセあろう．

　発表当時は大部分の研究者がこの見解に否定的で，

Cambridgeから来た著名た岩石学者もWe11manらが示

した480km隔たった2ヶ所から採取した岩石標本が似

ていることは認めるものの大規模なアルパイソ断層の右

横ずれは信じなかった，とWenmanは回想している
　　　　　　　2〕（Rhodes，1996）　．

　論文として発表されたのは1955年の‘‘The　Geology

between　Bruce　Bay　and　Haast　River，South
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21〕West1and”においてである（We11man，1955）．この

ように論文としての発表が遅れたのは，480kmにもお

よぶ大横ずれ断層の存在は，当時世界のどこからも報告

されていたかったので，充分な地質学的証拠を揃えた上

での発表となったからである．また，論文のタイトルか

らもわかるように，大横ずれ断層についてのr単独の論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕文としては公表されていたい」（Rhodes，1996）ので，

この論文がアルパイソ断層の480kmの変位を最初に報

告したものだと知る研究者は少ない．論文がでても大横

ずれ変位の存在を支持する研究者は少なかった1そうし
　　　　　　　　　　　　　24）た中，同僚のSuggate（1963）　が支持してくれるが，

後に変位の開始時期などで考えを異にするようにたる．

一方，We11manは480kmの変位を支持するデータを加

えつつ，積極的に国際会議たどでアルパイソ断層につい

て発表している（例えば，インド，ニューデリーの国際
　　　　　　　　　23〕会議（We11man，1964））一

　We11manの480kmの変位の指摘は思わぬところから

支持されるようになる．それは，海洋底拡大説からプレー

ト・テクトニクス説へと発展するまさにその転換期に，

　　　　　　　　　　　　　　　1）McKenzie　and　Morgan（1969）　が．「ニュージーラン

ドのアルパイソ断層は，異なるプレートが沈み込んでい

る2つのトレンチがったがった，トランスフォ］ム断層

の実例の1つである」と指摘したからである、これ以降，

アルパイソ断層はプIレート境界断層と言う新しい観点か

ら研究されるようにたる．

　大横ずれ変位の開始時期

　　　　　　　　　21）
　We1王mam（1955）。は最初，アルパイソ断層の大規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23〕一模な横ずれ運動はジュラ紀（We11man（1964）　には最

初，後期ジュラ紀か初期白亜紀に開始したことを述べた

とあるが…）に起こったと考えたが，その後のアルバイ

ソ断層の南西延長部の研究から後期第三紀以降に大部分

の横ずれ運動があったとした（C1ark　and　We1Iman，
　　25〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26〕
1959　；We11mam　and　Wi1son，1964　；Wenman，
　　23〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26〕
1964）、We11man　and　Wi1son（1964）　では，1年

にユイソチ（2．52cm）アルパイソ断層が動いたと仮定

すれば，300マイル（480km）ずれるためには
19，OOO，OOO年かかるとして，横ずれ運動の開始時期をお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23〕およそ中期中新世とした．一方，We11man（1964）　で

は下部第三系が初期中新世の地層中に断層で巻き込まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26）ていることと，Wenman　and　Wilson（ユ964）　と同様

に1年に1インチの割合でアルパイソ断層が動いたと仮

定し，後期中新世としている．

　アルパイソ断層の両側に貫入しているランプロファイ

アーのK－A1年代を測定したWe11man，P．and　C00pe壬
　　　27〕　（且971）　は，この貫入岩体の断層による食い違いから

本断層の活動には白亜紀初期と後期新生代の2つの主要

な時期があることを報告した．しかしその後，断層食い

違いの指標としたランプロファイアーの岩体が時代の異

なるものであったとし，新たにおこたったU－Rbおよ

びRb－Sr年代測定結果と変形構造とから後期漸新世か

ら初期中新世にプレート境界としてのアルパイソ断層が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28〕動きだしたと訂正した（Cooperほか，1987）．

　また，「ニュージーランドの地質」を集大成する際，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　29〕造山運動の章をまとめたSuggate（！978）　は，アルパ

イソ断層の横ずれ変位の大部分は中～後期白亜紀には完

了していたとし，さらに，垂直変位を重視する彼は

「West1and中部においては，段丘に横ずれ変位を示す

ものはないにもかかわらずWe11man　and　Wi11ett
　　　　ユエ〕　　　　　　　　　　　　　13〕
（1942a）　やWenman（1953）　は谷の欠きたオフセ

ットを報告している．…，これには異論がある」と述べ

た，

　一方，アルパイソ断層の南西端の地質構造と堆積盆の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30〕
形成発達史を研究したNorris　and　Carter（1982）

は，本断層の活動開始時期を後期始新世から初期漸新世
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とした．

　このように1980年代前半までは研究者によって，アル

パイソ断層の異なる活動開始時期が考えられていた．し

かし，この決着は海洋底の古地磁気データからもたらさ

れることにたる．

　南西太平洋の海洋底拡大やニュージーランドの第三系

堆積盆の形成発達史を古地磁気学的，堆積学的に捧討し
　　　　　　　　　31）
た．Kamp（1986）　やKampandFitzgera1d
　　　32）　　　　　　　　　　　　　。
（1987）　は，オーストラリア・フレFトと太平洋プレー

トの境界としてのアルパイソ断層は斬新世と中新世の境

界にあたる約23Maから活動し始めた，とした．

　現在，この23MaというKampらの開始時期の考え

が広く受け入れられている．アルパイソ断層の発見から

480kmの横ずれ，その開始時期の決着まで実に45年g

歳月を要している．

　アルパイソ断層の発見から本断層の研究に携わってき

たヴィクトリア大学名誉教授Haro1d　Wellman博士は

19！0年生まれで，1935年から1956年までは地質調査所に，

1956年から1978年まではヴィクトリア大学に籍をおいて

いた．氏は現在ウエリソトソに住んでおられる．

お　わ　り　に

　これでアルパイソ断層の研究が終わったわけではな

く，本断層に関連して「サザン・アルプスの起源」

（RoyaI　Society　of　New乞ea1andから1979年に特集号

“The　Origin　of　the　Southm　A1ps”，Bu11etin18が発

行されている）が岩石学的，構造地質学的，地震学的，

測地学的に研究されている．この特集号の中で
　　　　　　　　33）
We11man（1979）　は南島の上昇速度のコンター図を示

すとともに，上昇を引き起こす理由を説明するモデルを

提案している、これらの成果は，その後の研究に受け継

がれている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34）　そうした中，Grapes　and　Watanabe（1994）　や
　　　　　　　35〕
Grapes（1995）　はアルパイソ変成岩類の研究からサザ

ン・アルプスの上昇を議論し，中生代中期から上昇がは

じまり，新生代に急激に上昇しその総上昇量が約35㎞に

およぶことを論じるとともに，これらを説明するアルパ

イソ断層付近の断面図を示した．このGrapesらの上昇
　　　　　　　　　　　　　33〕
モデルは，We11man（1979）　の上昇モデルを支持する

ものである．

　　　　　　　　　　　　　36）　　　　　　　　　　　　　37〕
　また，Smithほか（1995）　やStemほか（1997）

は，ニュージーランド南東中央部を横断する一連の地震

波探査をおこたい，アルパイソ断層の破砕帯と推定され

る低速度帯が40度で南東に傾いていることをはじめ地下

深部の構造を明らかにしつつある．これらの成果も
　　　　　　　33）Wellman（1979）　の上昇モデルの断面図が妥当なもの

であることを示している．これら一連の研究により，地

殻変動の激しいサザン・アルプスの北側を限るアルパイ

ソ断層が，なぜ地震活動の低調な断層であるのかについ

て，その理由解明に迫りつつある．
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